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識字率向上月間にあたって

　　

　彼岸の語源は、サンスクリット語の “パーラミタ” です。その意味は “彼岸に到る” ということです。

つまり私たちの住んでいる迷いの多い “此岸（しがん）” というこの世界から悟りの岸・彼岸に到る、と

いうことです。混迷する此岸から理想の世界・本当の《幸せ》《幸せ》の世界・彼岸に到るには、六つの《幸せ》《幸せ》

という道を体得しなければならないと言います。

　１．布施（ふせ）：ささげるということ

　２．持戒（じかい）：ルールを守るということ

　３．忍辱（にんにく）：耐えるということ

　

　会長、幹事、そして、すべてのロータリアンの皆様、いよいよ花の美し

い好時節を迎えました。お元気でお過ごしのこととご拝察致します。

　三月といえば、私の立場からすれば、やはり “お彼岸” を語らずにはい

られないでしょう。時折、この彼岸についてお話をさせて頂くことがござ

いましたが、今一度あらためてご一緒に考えてみたいと思います。

自分の持っているものを相手の都合に応じて差し上げる。与えるという喜び、すなわち《幸せ》

があります。財力のある人は財を、力のある人は力を、知識のある人は知識を先方に喜んでもら

えるような形で分かち与えることです。笑顔や優しいまなざし、情のこもった言葉も布施です。

　オードリー・ヘップバーンが「私達は二つの手を持っています。一つは自分自身の為に使い、オードリー・ヘップバーンが「私達は二つの手を持っています。一つは自分自身の為に使い、

もう一つは他の人の為に使うように・・・。」もう一つは他の人の為に使うように・・・。」という言葉を残しています。

ロータリーの根幹である “サービス（奉仕）” という指針も布施、ささげるということであります。

もともと布施の語源は、サンスクリット語の “ダーナ” であります。この “ダーナ” が中国で音

訳されて、檀那（旦那）となりました。檀那というのは「与える喜びという《幸せ》《幸せ》に生きる人」

を指します。ロータリアンをサービスを旨とする人と規定すれば、サービスとは奉仕、ささげたり、

与えたりすることですから、ロータリアンはまさしく檀那衆、つまり布施を旨とする人なのであ

ります。

もっと深く言えば、自分のなかに正しい秩序を保つということです。深い規範に則って生きる喜

びという《幸せ》《幸せ》があります。ロータリアンは四つのテストという指針を自己の内なる秩序とし

たいものです。

耐えることのできる人には、しっかりとした自己と希望が備わっています。世のなかにはさまざ

まな難局が待ち受けています。そうした状況下で、来たるべき時を待つことのできる強さ、忍耐

を喜ぶ《幸せ》《幸せ》があります。
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　４．精進：力を尽くすということ

　５．禅定（ぜんじょう）：心を落ち着けるということ

　６．智恵：ものごとの道理を正しく深く理解するということ

　お経のなかではこうした《幸せ》《幸せ》を支える条件が四つあると言われています。

一つには、近づいてはいけないところには近づかない。

二つには、自分や相手をおとしめる言葉を使わない。

三つには、人をうらやんだり、ねたんだりする心を起こさない。

四つには、みんなが幸せになれるようにという慈しみの願いを持つ、ということです。

　つまり、自分だけ良ければいいという気持ちでは決して《幸せ》《幸せ》にはなれないということです。

　今月は、識字率向上月間ですが、識字率向上を願う背景にはみんなが《幸せ》《幸せ》になれるようにとい

う深い願いがあると私は考えます。ルールを公平にして、みんなが同じスタートラインに立てるよう

にという思いが識字率向上を目指すのです。

　同時に識字率向上は私たちの生存にとっても必要不可欠な課題なのです。横山年度・地区協議会、

基調講演でのことです。田中毅パストガバナーが「２１世紀はどのような世界になるでしょうか」と

尋ねました。「２００５年の推定人口は６４億５０００万人です。これが２０２５年には７８億人、

２０５０年には約９２億人になると推定されます。地球のキャパシティーは、約８０億人と言われて

いますから、これを越すこととなります。その一方で、先進国の人口はほとんど変わらず約１１億人

です。つまり、発展途上国で人口爆発が起こるということです。この人口爆発を抑える唯一の方法

は、計画出産によって、開発途上国での人口を抑制することです。そして、その為の現実的な方法と

して、必然的に導かれてくることが若い女性を中心とした識字率の向上なのです。私たちは人口問題

に対しても、決して逃げることなく、積極的に取り組んでいくことが必要です」と説きました。私は

このスピーチの内容が忘れられません。識字率の向上こそが人口爆発を防ぎ、人類の生存を可能にす

る決め手となるということです。

力を尽くすということには、精いっぱい生きる、言い換えれば自分の生命を燃焼し尽くす喜び、《幸《幸

せ》せ》があります。

心が波立たないように、静かな気持ちを心がけ、自分自身が落ち着くことが大切です。集中して

いて心が安定することを喜ぶ《幸せ》《幸せ》があります。

智恵というものさしで測れるものは自分の外にあるものではありません。自分のなかに備わって

いるものです。それに気づく喜び、《幸せ》《幸せ》があります。
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　国際ロータリー第２８４０地区
　　　２００８－２００９年度

ガバナー

　そこで、当第２８４０地区では、矢野パストガバナー（第一ゾーン・コーディネーター）のご指導

により、５月３１日に識字率向上セミナーを伊勢崎市のクレインパーク山楽荘にて開催致します。皆

様のご参画をお待ち申し上げる次第です。

　

　どうかロータリーの根幹、サービスという指針が何を指しているのか、よく学んで頂きたいと存じ

ます。そして、識字率の向上が広い意味で、子どもたちの『夢をかたちに』『夢をかたちに』する大きな道筋であるこ

とをご理解いただきたいのです。

《皆様方お一人おひとりが、サービスという奉仕の理想に生きる喜びを分かち合って、世界全体が幸せ《皆様方お一人おひとりが、サービスという奉仕の理想に生きる喜びを分かち合って、世界全体が幸せ

になるように、また、そうした行為を通じて皆様方お一人おひとりが本当の幸せに安住することができになるように、また、そうした行為を通じて皆様方お一人おひとりが本当の幸せに安住することができ

るように、心の底からご祈念申し上げます。》るように、心の底からご祈念申し上げます。》
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：２００９年３月１４日（土）～３月１５日（日）
：伊香保　福一

：２００９年３月１５日（日）
：レストランジョイハウス

：２００９年３月３０日（月）
：高崎ビューホテル

今月のご連絡

◆今月の地区の主要行事◆
会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）
　日　時
　会　場

◆連絡事項◆
対外広報協同プロジェクト最高賞の申し込み締め切りは３月１６日（月）です。

本賞はロータリー以外の他団体と共同で実施した活動において見事な成果を上げたロー
タリークラブを称え、表彰するものです。

ＲＩ会長賞の申し込み締め切りは、３月３１日（火）です。
　会長賞プログラムは、ＲＩ会長がその年度に選んだテーマに応じて毎年改定されます。 
　今年度のプログラムは、李東建会長の「夢をかたちに」のテーマに基づいています。
ウェブサイトより入手可能な 2008-09 年度会長賞要項では、審査の対象となるさまざま
なクラブ活動について詳しくご覧いただけます。審査の対象となるクラブは、子供の死
亡率を低下させる奉仕プロジェクトを地元レベルまたは国際レベルで実施しており、５
部門における活動（会長賞要項にある５部門の中より各１つを達成する活動）を達成し
ていることに加え、２００９年３月３１日までに１名のクラブ会員の純増を達成してい
ることを証明しなければなりません。
　尚、会長賞要項は平成２０年３月７日に開催致しました「会長エレクト研修セミナー
(PETS）の際にもお渡ししております。

◆ 周年行事のご紹介◆
館林東ロータリークラブ２５周年
　日　時
　会　場

高崎ロータリークラブ５５周年
　日　時
　会　場
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国際協議会は１月１８日11 時の登録から始まり24日の晩餐会をもって終了しました。全世
界の 534 地区のガバナーエレクト及びその配偶者の出席が義務付けられ、カリフォルニア州
サンディエゴのマンチェスター・グランドハイアット・サンディエゴホテルにて開催されました。

サンディエゴは米国 7番目の都市で、人口は122 万人、ロスアンジェルスからバスで 2 時
間半のところにあり、冬のいまでも22度くらいの温暖なところです。私達日本人34地区のガ
バナーエレクト3３名（1人欠席 )とその配偶者は小沢一彦 RI 理事をはじめ財団管理委員田

中作次、理事エレクト黒田正宏、元理事渡辺好政、研修リーダーの松本、石黒、中田、SAA藤林様達のご夫妻、また、
タイの元 RI会長のビチャイ・ラタクル氏もわざわざお出迎えの列に加わり温かい歓迎を受けました。

翌 19日 9 時より本会議が始まり李会長の開会宣言、歓迎の辞、加盟国国旗紹介等のあと、ジョン・ケニー RI
会長エレクトの2009～10年のテーマ講演によって、「ロータリーの未来はあなたの手の中に」が発表されました。

ケニー会長エレクトは「ロータリアンである我々はこの素晴らしい組織に対して責任があります。幾世代ものロー
タリアンの肩の上に立っている私たちは、ロータリーの未来を決定する責務があります」との理由でこのテーマにし
たと言っております。ロータリーの未来はエバンストンにある RI 本部で形づくられるのではなく、個々のクラブで
形成されるものです。そしてまたロータリーでは全てがクラブに始まり、クラブで終わります。ですからクラブはど
のように奉仕するのがベストかを決める自治権があり、ある年度に決められた分野の奉仕のみを行うべきだとクラ
ブに押し付けることではないとも言っております。

　しかし、発展し続けるため奉仕の継続性を目指す。そのための協調事項を掲げています。

　水、保健と飢餓救済、識字率向上です。この講演内容はクラブ会員にも、よくご理解いただけると思います。

研修は毎日 9 時より本会議（全体会議）での基調講演で始まり、その後は日本のエレクトを 2 班に分かれての
グループ討論を 5 時まで実施する毎日でした。21日にはビル・ゲイツ氏による講演があり、新たに 2 億５500 万
ドルの提供が発表され、会場は万雷の拍手で終わりました。しかしながら、この後のグループ討議では我々に課
せられた、1クラブ2000ドル目標に対する、様々な意見が沸騰し時間の経過を忘れるほどでした。 
私はこの協議会で多くのロータリー知識を学び、また多くの出会いの機会を持つことができたことを感謝してお

ります。

これからは2840地区の皆さんとの出会いを楽しみにしております。経済環境の厳しい中でのロータリー活動は、
更に難しいでしょう。どうか「ロータリーの未来はあなたの手の中に」あります。皆様の力をお借りして頑張りま
すのでよろしくお願いします。

ガバナーエレクト国際協議会出席報告
国際ロータリー第 2840 地区

ガバナーエレクト　牛久保　哲男
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ロータリー財団国際親善奨学生申請の募集
牛久保ガバナーエレクト事務所
ガバナーエレクト　牛久保　哲男

2009-2010 年度ロータリー財団の活動のひとつとして国際親
善奨学金申請の募集をいたします。
このプログラムはシェアシステムを通じて選択されたものです。
津久井ガバナー年度に寄付された一般寄付の合計額の 50% が
地区財団活動資金 (DDF=District Designated Fund) となり、そ
れを松倉ガバナー年度で選択・募集し、牛久保ガバナー年度で
選考し2010-2011年度で実施することになります。
各ロータリークラブの皆様には、その地域に向けて積極的に

広報を行っていただき、より多くの学生に機会が与えられます
ようご努力いただきたいと思います。
各クラブでは下記 A・B、2 種類の国際親善奨学金にそれぞれ
1 名までの候補者を推薦することができます。優秀な学生が多
数応募して下さるよう申請者をご指導下さい。

申請書のお取り寄せ及び提出、奨学金全般に対するご質問は
牛久保ガバナーエレクト事務所が窓口となっております。

1. 募集する国際親善奨学金の種類と人数
Ａ.１学年国際親善奨学金　3名
この奨学金は、1 学年度海外で勉強しようとする学生に授与
されるものです。奨学金は往復旅費、授業料と、適切な生
活費、そして財団によって指定された場合には語学研修費を
含めて一律米貨24,000ドルを受け取ることになります。

Ｂ.マルチ・イヤ－国際親善奨学金　2名
この奨学金は、2 年間ほかの国で学位を取得しようとする学
生に授与されます。財団は 1 年間につき一律米貨 12,000 ド
ルまたはその相当額を支給します。2 年間で合計米貨
24,000ドルとなります。

２.申請資格・条件・提出書類　等
※国際親善奨学金申請書による。
　別紙－１参照

３.申請者への注意事項
①国際親善とロータリーへの理解
申請者はまず「国際親善」の意味を理解することが必要で
す。というのは、奨学生になったら親善大使としての役割を
果たし、両国のより良い相互理解に貢献することが必要だか
らです。従って申請者としては、まず健康であり、学業ある
いは職域で良好な成績を挙げていることは必須の条件です
が、それと同時に国際交流・国際平和についても理解を深め
ていることや、有能な指導者となる可能性があることも求め
られています。また、当地区では、当然のことながら、ロー
タリーに対する理解が申請者には求められます。
②修学期間終了後について
帰国後は、ホストロータリークラブと連携しながら留学で
得た体験を何らかの形で地元に還元することに努めて下さい。

③留学先について
留学できる国としては、原則としてロータリークラブのある
国に限られています。
④志望教育機関について
申請者には志望教育機関を第１希望から第５希望まで記入
してもらいますが、その決定はロータリー財団が行います。
つまりロータリー財団としてはより多くの地域に親善学生を振
り分けたいと考えているからです。尚、留学先の国際事情や
受入体制については、申請者自身で調査して下さい。
⑤志望教育機関に関する手続き
志望校との折衝と入学手続の一切は本人に行なって頂きま
す。入学の決定については財団は関与致しません。
⑥留学期間の延長
以前から留学生の中で、修了証や学位取得のため、滞在
を延長することが見受けられますが、奨学生には一切延長が
認められていません。学位を取得したい人はマルチ・イヤー
奨学金が適しています。
⑦語学力について
従来、親善大使として適任であると認められる申請者の中
でも、語学力が不足で留学生になれない場合がありました。
留学先の語学については十分に力をつけて頂きたいと思いま
す。

４.支給上限額について
奨学生について、それぞれ示した上限額を上回る費用がかか
る場合は、その不足分は奨学生の自己負担となります。申請者
は、志望教育機関を選択する際に費用の点も十分調査しなくて
はなりません。財団では、１年間の費用が上限以下であると認
める大リストを発表していますので、必要ならガバナーエレクト
事務所にお問い合わせ下さい。
また奨学金は本人分に限られます。家族同伴の場合は、そ
の分は自己負担になります。

2010-2011 年度　ＲＩ第２８４０地区（群馬県）

公告

記
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５．募集要項
2009年
　 ５月２９日（金） ロータリークラブへの申請締切
　 ６月１２日（金） 地区への申請締切
　 ８月２３日（日） 選考試験（予定）
１０月　１日（木） ロータリー財団最終受理日
１２月１５日以降 　ロータリー財団からの承認受理日
　　　　　　　　　　　〃 　　　指定校通知日
2010年
７月　１日以降 　就学年度開始

６．申請書類の請求と問い合わせ先
　　書類の申請や問い合わせは下記へお願いします。

　　国際ロータリー第2840地区（群馬県）
　　牛久保ガバナーエレクト事務所
　　〒372-0034　群馬県伊勢崎市茂呂町1-389
　　クレインパーク山楽荘内
　　TEL：0270-21-2840　　FAX：0270-21-2841
　　Ｅメール：ushikubo@rid2840.jp　
　　URL：http://www.rid2840.jp

提出書類について

①どの奨学金の申請についても共通のロータリー指定申請書を使用してください。
②奨学金申請書とそれに添付する書類は、タイプ印字で各 1 通提出してください。記入は日本語であっても差し支えありませんが、添
付書類には志望する国の言語への翻訳が必要なものがあります。
③小論文の課題は申請書に記載されています。
④1学年度、マルチ・イヤーの申請書志望教育機関の大学名は第 1 から第 5 まで５つが、大学の学部に相当するものも併せて記述さ
れなくてはなりません。また過去において、６ケ月以上滞在したか留学したことのある都市、州、地方の教育機関を志望することは
できません。
⑤「申請者の契約」のページに必ず署名をしてから提出してください。
⑥英語圏の国に留学を希望する1学年度、マルチ・イヤー奨学生候補者は、申請書と一緒に「TOFEL」のテストを受け、その成績証
明書が必要。英語圏以外の希望の場合は、ベルリッツＡのテストを受け、申請書と一緒に提出して下さい。
⑦「ロータリークラブの確認」のページがあります。地区へ書類を提出される際、その欄にもれなくご記入下さい。
　また、顧問ロータリアンは必ずお決め下さい。
⑧提出書類一式についてはクラブはコピーを保管しておいて下さい。

※ 別表－１　申請資格・条件・提出書類等
種類 資格 支給上限額 条件 提出する書類（各１通）

１学年度

奨学生

（3名）

マルチ・イ

ヤー奨学生

（２名）

a. 奨学生の年度が始まるまでに、２

年の大学課程を終了していること。

b. または、高卒以上で専門職業の就

業経験が２年以上あること。

上記 a.b.どちらかで良い。

c. ホスト国の言語の読み書きができ、

かつ流暢に話せる。

※ 資格 a.c. 共通

d. 成績が良く学位を取得しようとする

学生であること。

①当2840 地区 ( 群馬県 ) に居住している

日本人であること。（一時的に居住して

いない場合は条件③に適合すること）

②ロータリアン ( 名誉会員 ) でないこと。

その配偶者、直系卑属、尊属でないこ

と。直系卑属の配偶者でないこと。

③ＲＣや地区が実施する面接試験に応じ

ること。

④奨学期間終了後、派遣地区に戻ること。

⑤国際ロータリー職員でないこと。

⑥財団管理委員会が指定する教育機関で

勉学研究を行うこと。

⑦学位や修了証取得のために就学期間を

延長しないこと。

その他　国際親善奨学金資料参照

・奨学金申請書

・語学力証明書

・教育者又は勤務先の雇

い主／上司2名の推薦状

（申請書綴込み）

・小論文

（申請書1.2.3全て）

・小論文の翻訳

・大学 ( 又は高校／専門学

校 )の成績証明書

・その他

詳しくは申請書参照

US$24,000

US$24,000

１年につき

US$12,000
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2010-2011 年度ロータリー世界平和フェローシップの募集
牛久保ガバナーエレクト事務所
ガバナーエレクト　牛久保　哲男

世界平和フェローシップ

平和と紛争解決を目指す国際問題研究のためのロータリー・セ
ンターは、世界平和と国際協力の問題に打ち込む個人が、７つ
のロータリー・センターの一つに留学して、２年間の修士過程で、
国際問題研究、平和問題研究に従事できるように機会を提供す
るものです。この国際問題研究のためのロータリー・センター
で勉学するために選考された奨学生は「世界平和フェローシッ
プ」と呼ばれます。

・世界平和フェローは、将来平和と紛争解決の分野で重要な影
響を及ぼす能力を持っていると考えることを基準に選考されま
す。

・平和と紛争解決を専門としての職務に就く意志を表明している
ことが必要です。

・世界平和フェローシップは専攻のプログラムでの成績が優秀で
あること、ロータリー・センター・ディレクターの指導に従い、
奨学金終了の時点で修士号又は終了証書を取得することが期
待されています。

・年次ロータリー・センター・セミナーに参加することを期待さ
れています。

・世界平和フェローシップは、どの地に留学しても国際親善大使
として務めることになります。

・奨学生は公式、非公式にロータリー・クラブや地区、学校、
市民団体などの会合に出席することが期待されています。

・世界平和フェローシップは、その職業人生の間中、世界平和
と国際理解に貢献し、国際ロータリーやそのクラブを支援し
て助言をするために、ロータリー財団と連絡を絶やさないこと
が望まれます。奨学生は又、世界平和フェローシッププログラ
ムを評価し、推進するに当たって支援をすることが望まれてい
ます。

カリキュラム

各大学のロータリー・センターは、平和と紛争解決に関連した
国際問題研究の色々な側面に焦点を当てた独自のカリキュラム
を持っています。また国際法、公衆衛生、天然資源と環境問題、

教育と識字問題など関連の分野を組み込んだ総合的なプログラ
ムも持っています。世界平和フェローシップはこれらを補足的に
取り入れて学ぶことが出来ます。修士課程の必須科目を履修す
ると共に、世界平和フェローシップは年次ロータリー・センター・
セミナーに参加することになっています。ロータリー・センター
に興味のある人は、ウェブサイト：www.rotary.org をご覧にな
るか、国際問題研究のためのロータリー・センター・フォルダー
及び大学のプロフィール (082-jA) をご参照下されば、各提携大
学について、またロータリー・センター・プログラムの詳細が
分かります。

選考と指定

毎年７０人の世界平和フェローシップが選考され、ロータリー・
センターの２年間の修士課程レベルコースで、紛争解決、平和、
国際関係の勉強を開始します。７つのロータリー・センターに
は各１０名ずつが指定されます。これらの奨学生は母国以外の
センターに留学するよう指定されます。

入学の許可と勉学の開始

世界平和フェローシップは各ロータリー・センターでの２１ケ月の
プログラムに対して支給されます。この期間には１年目と２年目
の間の３カ月の夏休みも含まれますが、奨学生は夏休み中も、
インターンシップ、ボランティア活動、調査研究など学位取得に
関連した活動に従事するよう奨励されています。

世界平和フェローシップは指定されたロータリー・センターで学
年度の開始時から勉学を始めなければなりません。北半球のロー
タリー・センターではプログラムは８月、９月、１０月から始まり
ます。南半球では、２月、３月に始まります。奨学金の初年度
の７月１日以前に勉学を開始することはできません。世界平和フェ
ローシップが、指定されたロータリー・センター提携大学に入学
する許可を得るのは各自の責任です。入学の最終決定は各大学
に任せられています。

2010－2011 年度　ＲＩ第２８４０地区（群馬県）

（旧称　ロータリー世界平和奨学生）

公告
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一般的受領資格

世界平和フェローシップになるためには以下の資格を備えていな
ければなりません。

申請は申請者の法的居住地、又は永住権による居住地又はフル
タイムでの勉学、雇用の地のロータリー・クラブを通じてなされ
ねばなりません。障害を持っている人や、ローターアクト・クラ
ブの会員は申請資格があり、申請することが奨励されています。

次の人々は世界平和フェローシップに申請資格がありません。

（ａ）ロータリアン：名誉会員：（ｂ）クラブ、地区、その他のロー
タリー関係団体、又は国際ロータリーの従業員：（ｃ）存命中
のカテゴリー (ａ) 又は (b) の者の配偶者、直系卑属 ( 血縁によ
る又は養子縁組による子あるいは孫 )、直系卑属の配偶者、尊
属 ( 血縁による両親あるいは祖父母 )：退会後 36 ケ月以内の元
ロータリアン及び上記の親族

ロータリー奨学金のユニークな点は奨学生がロータリー・クラ
ブやロータリアンと関わることです。各奨学生にはスポンサー顧
問及びホスト顧問が１人ずつ任命され、オリエンテーションを行っ
たり、他国への留学に備えたり、留学を成功させるために助言
を与えたりします。

資金

世界平和フェローシップは、世界平和フェローシップが、国際問
題研究のためのロータリー・センターの一つにおいて、２年間
の修士課程レベルの学位プログラムを終了する資金を提供する
ものです。奨学金は次のカテゴリーの資金を含みます。

授業料及び学費：奨学金には登録費、通常の学位取得過程の
授業料、その他大学が規定する学費への資金を含みます。

寮費及び食費：奨学金は、留学先地域の学生生活費として妥当
な月額の 21ケ月分の寮費と食費の支給を含みます。この月額は
ロータリー財団が提携大学側との相談に基づいて決定します。

交通費：奨学金には奨学金の支給開始から終了時点まで。
付随費用：奨学金には、書籍代、学用品代、論文提出費、国
際親善大使としての関連経費、及び予備費が含まれます。付随
費用は、２年間の奨学金の各年度に支給されます。

その他の支給金：留学の初年度と２年目との間の期間に、学位
取得に関係したプロジェクト、例えばインターンシップ、ボランティ
ア、調査研究などをする場合は幾らかの支給金が出ますが、こ
れは初年度中に事前申請が必要です。

各奨学生は、奨学金で賄われないその他の諸経費は自費で賄う
財源がなければなりません。奨学金は受領者本人によってのみ
使用される目的のものです。
世界平和フェローシップは留学中、配偶者 / 扶養家族を同伴し
ても構いません。しかし、配偶者 / 扶養家族もしくは奨学生本
人以外に対しての支給金はありません。

募集要項

申請書類の請求と問い合わせ先
　書類の申請や問い合わせは下記へお願いします。

　国際ロータリー第２８４０地区（群馬県）
　牛久保ガバナーエレクト事務所
　〒372-0034　群馬県伊勢崎市茂呂町1-389
　クレインパーク山楽荘内
　TEL：0270-21-2840　　FAX：0270-21-2841
　Ｅメール：ushikubo@rid2840.jp　
　URL：http://www.rid2840.jp

提出書類について

①ロータリー指定申請書を使用してください。
②申請書式及び提出書類についてはロータリーのウェブサイト
　http:www.rotary.orgを参照下さい。
③提出書類一式については
　クラブはコピーを保管しておいて下さい。

４
５
５
７
１２

７

24
8
24
1
15

1

月
月
月
月
月

月

日
日
日
日
日以降

日

2009年

2010年

（金）
（金）
（日）
（水）

（木）

ロータリークラブへの申請締切
地区への申請締切
選考試験（予定）
ロータリー財団最終受理日
ロータリー財団からの承認受理日

就学年度開始
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1 月 29 日ＧＳＥ派遣チームの第 2 回オリエンテーションが開催されました。松倉ガバナー・村上地区幹事・内
山地区ＧＳＥ委員長・地区ＧＳＥ委員の出席のもと、安藤団長と派遣チームメンバーの皆さんとの 4 月に迫った韓
国への派遣についての情報交換や準備しなければならないことについての打ち合わせをおこないました。松倉ガバ
ナーから「健康に留意して有意義な体験になるようにしっかり準備してください」との挨拶のあと、内山委員長か
ら手続きを含めての説明があり、そのあと質疑応答をおこないました。

ＧＳＥ派遣第 2回オリエンテーション報告
地区副幹事　浅川　達郎

２月７日（土）クレインパーク山楽荘（伊勢崎）において「地区チーム研修セミナー」が開催されました。
国際協議会での研修を終えた牛久保哲男ガバナーエレクトをはじめ、次年度地区研修委員会の方々、ガバナー

補佐、各委員会の委員長、牛久保年度のガバナースタッフ、総勢３４名の出席でした。
牛久保ＧＥ、地区研修リーダーの清　章司ＰＧの挨拶の後、牛久保ＧＥより国際ロータリー年次テーマ・国際

協議会への出席報告及び２００９－２０１０年度の地区目標・運営方針などが発表され、その後、地区組織・年
間スケジュールを地区幹事、次年度予算案を地区会計長より発表されました。
午後の研修では、清　研修リーダーよりガバナー補佐・委員長の役割と課題と題した講義に始まり、現年度

のガバナー補佐２名からの体験談、そして地区目標達成に向けて各重点課題をそれぞれの委員長より詳細な説
明がなされました。その後、ガバナー補佐と委員長に分かれてＰＥＴＳに向けての打ち合わせも行われました。
セミナー終了後の懇親会では、和やかなムードの中、それぞれ活発な意見交換がされ、その後、ガバナー補佐・
委員長より次年度へ向けての抱負が発表され、地区チーム研修セミナーは閉会となりました。

地区チーム研修セミナー報告
地区幹事　伊能　富雄

２００９－２０１０年度

研修風景
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地区主要行事一覧表・周年行事予定クラブ
～2008-2009　地区主要行事予定表～

 ク  ラ  ブ  名 周 年   予        定        日      開     催     場     所

前橋                          

前橋西                          

館林東                         

高崎                          

高崎セントラル  　　　      

前橋中央                         

藤岡

渋川みどり                      

沼田                                                                  

富岡中央                     　　　　　　　　   

～2009-2010 年度 ( 牛久保年度）　地区主要行事日程表～

5 5

4 5

2 5

5 5

1 0

1 5

4 5

1 5

5 0

1 5

前橋マーキュリーホテル

ロイヤルチェスター前橋

レストランジョイハウス

高崎ビューホテル

高崎ビューホテル

ロイヤルチェスター前橋

埼玉国際ゴルフ倶楽部

渋川プリオパレス千年の森

ディラン

ホテルアミューズ富岡

2008 年 10 月  ７日

2008 年 11 月 16 日

2009 年  3 月 15 日

2009 年  3 月 30 日

2009 年  4 月 11 日

2009 年  4 月 19 日

2009 年  4 月 26 日

2009 年  4 月 29 日

2009 年  5 月 10 日

2009 年  5 月 24 日

（火）

（日）

（日）

（月）

（土）

（日）

（日）

（水）

（日）

（日）

　～周年行事予定クラブ～

 　　　　開    　　催            日                            項　　　　　　          目                                    場　　　　　　所　
 2009 インターアクト国際交流事業

青少年交換委員会 

１年受入学生　春の小旅行 

2840 レディースセミナー「華のつどい」

米山カウンセラｰセミナー

米山新規奨学生オリエンテーション

GSE 派遣

インターアクト国際交流事業（受け入れ）

第４回青少年交換委員会

１年派遣学生　第２回オリエンテーション

全国青少年交換委員会委員長会議

識字率向上セミナー

米山記念学友会総会

第５回青少年交換委員会・１年受入交換学生修了式

１年派遣交換学生　第３回オリエンテーション

国際大会

第４回ガバナー諮問委員会

新旧地区役員連絡会議

台湾

富岡製糸場　ブリューナ館

長谷川ホテル

長谷川ホテル

韓国　大邸市

国際オリンピック記念青少年総合センター

クレインパーク　山楽荘

ホテルメトロポリタン高崎

英国バーミンガム

26( 木 )   ～   29

中    旬

春休み中

5

18

18

13( 月 ) ～５．11

未    定

下    旬

〃

23( 土 )   ～   24

31

6

初    旬

〃

21( 日 )   ～   24

28

28

3.

4．

5.

6．

（日）

（日）

（土）

（土）

（月）

（日）

（日）

（土）

（水）

（日）

（日）

 　　　　開    　　催            日                            項　　　　　　          目                                    場　　　　　　所　
 2009 会長エレクト研修セミナー（PETS)

第２回 ガバナー補佐･委員長合同会議

２８４０地区協議会

第２回 ガバナー補佐会議

第４回ガバナー諮問委員会（松倉年度主催）

新旧地区役員連絡会議（松倉年度主催）

伊香保　福一

伊勢崎市文化会館

14（土）・ 15

19

16

6

28

28

3.

4．

5.

6．

（日）

（日）

（土）

（土）

（日）

（日）

12
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新会員紹介

訃報

小林　匡美
高崎南RC 高崎南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年1月13日
自動車用品販売
オートバックス　（株）　ヒノデ
常務取締役
田島　五郎

/
/
/
/
/

( 有 ) 中島レコード店　代表取締役社長
中島　廣志

謹んでお悔やみ申し上げます。

太田ＲＣ

１９７５年　７月１０日
１９８２年～８３年度　　
１９９４年～９５年度

ポールハリスフェロー
マルチプルポールハリスフェロー
米山功労者　　

入会
幹事
会長

２００９年　２月　４日逝去（享年　７４歳）

井坂　和広

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年1月13日
弁護士
井坂法律事務所
所長
橋本　茂樹

/
/
/
/
/

新井　聡
伊勢崎中央RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年12月4日
運送業
(株 )新井商運
専務取締役
小林　正弘

/
/
/
/
/

八木　寛治
前橋東RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年2月19日
冠婚葬祭
(株 )メモリード
顧問
亀井　大久

/
/
/
/
/

元田　寛
前橋東RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2009年2月19日
工作部品販売
(株 )丸栄産業
代表取締役
関　文彦

/
/
/
/
/
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文庫通信（257 号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資
料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、２万余点を収集・整備し、皆様のご利
用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版
資料についてはコピーサービスも承ります。
文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで閲覧
できます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出す事ができます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。
ロータリー文庫ホームページ http://www.rotary-bunko.gr.jp へのリンクはご自由にお貼りいただい
て結構です。

◆地区大会記念講演から◆
◎「異文化の架け橋」　
　柴田恭子　（D.2610）
◎「浪漫なしで生きていけない」
　三輪休雪　（D.2710）
◎「地方発 ! ！人づくり国づくり」　
　川勝平太　（D.2710）
◎「いくつになってもその気になれば一歩踏み出せる」　
　名取美和　（D.2820）
◎「愛と勇気と感動と」　
　加藤タキ　（D.2550）
◎「日本の底力」
　麻生太郎　（D.2650）
◎「人生って支えあえっこ」
　牟田悌三　（D.2700）
◎「ネット社会と子供の危機～心の発達は大人しだい～」
　柳田邦男　（D.2700）

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

PDF

2P

10P

12P

4P

12P

12P

10P

19P

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

　ロータリー文庫　　　
　〒105－0011 東京都港区芝公園 2－6－15 黒龍芝公園ビル 3F
　TEL : 03-3433-6456　FAX : 03-3459-7506　
　http://www.rotary-bunko.gr.jp
　開館 : 午前１０時～午後５時　休館 : 土・日・祝祭日

http://www.rotary-bunko.gr.jp
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_01-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_02-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_03-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_04-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_05-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_06-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_07-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/257/257_08-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp
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